
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T2101 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅱ 単位数 ２単位 年次 １～４ 

使用教科書 「情報Ⅱ」（東京書籍） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「情報Ⅰ」で学んだ内容をさらに深め、発展的な学習を行います。学習には多くの実習が盛り込

まれており、何らかの成果物の作成やプレゼンテーションの実施なども数多くこなすことになり

ます。これらを効果的に行うには、前提となる知識の深い理解と、ツールを使いこなす技術が不

可欠です。欠席は作業時間の不足に直結しますので、学習面において非常に不利になります。仕

事の都合などでやむを得ず欠席する場合は、可能な限り自宅でも作業できる内容となるよう配慮

は行いますが、できるだけ休まず出席するとともに、毎時の復習と予習を心がけてください。 

 

２ 学習の到達目標 

 情報に関する科学的な見方・考え方を身につけ、情報技術の発展と社会の変化について理解を深

める。 

 情報技術を適切かつ効果的、創造的に活用して問題の発見・解決が行えるようにする。 

 情報社会に主体的に参画し、その発展に寄与しようとする態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

多様なコミュニケーション

の実現，情報システムやデー

タの活用について理解し，技

能を身につけているととも

に，情報技術の発展と社会の

変化について理解している。 

事象を情報とその結び付きの

視点から捉え，問題の発見・解

決に向けて情報と情報技術を

適切かつ効果的、創造的に用い

ている。 

情報社会との関わりについて

考えながら，問題の発見・解決

に向けて主体的に情報と情報

技術を効果的、創造的に活用

し，それを自ら評価し改善しよ

うとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

月 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

４
月
（ 

１
０
月 

） 

情
報
社
会
の
進
展
と
情
報
技

術  情報技術の発展と生活の変

化を理解する。 

 情報システムの社会におけ

る活用のされ方や情報の流

れ、法整備の重要性などに

ついて体験し、理解する。 

 問題解決学習の進め方につ

いて理解する。 

a:情報システムとそれを実現し

ている情報の流れを理解する。 

b:情報社会の法整備や情報モラ

ルについて考え、行動することが

できる。 

c:情報システムが社会へ与えて

いる影響について自分の言葉で

説明することができる。 

ワーク 

シート 

ワーク

シート 

プレゼ

ンテー

ション 

振り返り

シート 

ワーク 

シート 

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様
化 

 コミュニケーション手段の

分類や特徴を意識し、状況

に応じたコミュニケーショ

ン方法について考える。 

 情報の抽象化・可視化・構造

化について理解し、人にや

さしく効果的なコミュニケ

ーションのデザインについ

て考える。 

 効果的な情報デザインにつ

いて理解する。 

a:情報の抽象化・可視化・構造化

を理解できる。 

b:コミュニケーション手段の分

類や特徴について考えることが

できる。 

b:効果的な情報デザインについ

て考え、自分の考えを述べること

ができる。 

c:粘り強く、多様な意見をまとめ

ようとしている。 

成果物 

ワーク 

シート 

小テス

ト 

成果物 

ワーク 

シート 

プレゼ

ンテー

ション 

成果物 

振り返り

シート 

ワーク 

シート 

観察 

５
月
（
１
１
月
） 

コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
と
発
信 

 学校や部活の PR に取り組

み、アクセシビリティやユ

ニバーサルデザインを考慮

した情報コンテンツの作成

を学習する。 

 文字、画像、音、動画などの

各種メディアによる表現方

法を知り、それぞれのメリ

ットとデメリットについて

考える。 

 ソーシャルメディアによる

情報発信について学ぶ。 

 広告による情報発信におけ

る、ペイドメディア、ネイテ

ィブアド、ターゲティング

広告の仕組みを理解する。 

a:オウンドメディア、プル型メデ

ィア、プッシュ型メディア、アー

ンドメディア、ペイドメディアな

どの違いと特徴を理解できる。 

b:メディアとコミュニケーショ

ン手法の特徴を理解し、適切な情

報表現を行うことができる。 

b:情報を整理し、適切に構造化・

可視化して表現できる。 

c:粘り強く、わかりやすい学校や

部活の PR 用 WEB ページを作ろ

うとしている。 

成果物 

ワーク 

シート 

成果物 

ワーク 

シート 

成果物 

振り返り

シート 

ワーク 

シート 

観察 

人
間
の
知
的
活
動
へ
の
影
響 

 人工知能やロボットなど

の情報技術と生活の変化

を理解する。 

 ChatGPT や Siri などの身

近な人工知能がもたらす

影響について学習する。 

 機械学習と人工知能につ

いて、データ分析手法の進

化の観点から学習する。 

 ニューラルネットワーク

や深層学習について知る。 

a:データの分析手法の進化を理

解できる。 

a:サポートベクターマシンがど

のようなものか、理解できる。 

b:人工知能やロボットなどの情

報技術の利点と課題を考えるこ

とができる。 

c:人工知能やロボットなどの情

報技術が今後の社会に与える影

響について、最新の情報ソースを

もとに自分の考えをまとめ、自分

の意見を述べることができる。 

ワーク 

シート 

小テス

ト 

ワーク 

シート 

小テス

ト 

プレゼ

ンテー

ション 

振り返り

シート 

ワーク 

シート 

観察 

６
月
（
１
２
月
） 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
管
理
と
操
作 

 関係データベースについ

て Access などを用いて学

習する。 

 正規化の手順と必要性に

ついて理解する。 

 リレーションシップとデ

ータベースにおける演算

について学習する。 

a:関係データベースの特徴や使

い方を理解できる。 

a:正規化の操作方法や手順、およ

び必要性について理解できる。 

b:関係データベースに対して適

切な演算を行うことで、必要なデ

ータを取り出すことができる。 

c:データベースの重要性につい

て自分の言葉で述べることがで

きる。 

成果物 

ワーク 

シート 

成果物 

ワーク 

シート 

振り返り

シート 

ワーク 

シート 

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

デ
ー
タ
の
収
集
・
整
理
・
分
析
・
分
類 

 信頼できるデータの収集方

法や、収集したデータの整

理方法について理解する。 

 テキストマイニング実習を

通じて、整理したデータの

解釈や分析における注意点

について理解する。 

 テキストマイニング結果に

ついて考察をまとめ、発表

する。 

 相関関係と因果関係の違い

について理解する。 

 回帰分析、説明変数、目的変

数について理解する。 

 クラスタリングについて実

習を通して学習する。 

a:データの収集方法と整理方法

について理解できる。 

a:相関関係と因果関係の違いに

ついて理解し、適切に判断でき

る。 

b:テキストマイニング結果につ

いて分析、考察を行うことができ

る。 

b:クラスタリングの結果につい

て考察することができる。 

c:協力して積極的にデータの収

集を行い、粘り強く分析に取り組

んでいる。 

c:粘り強く資料と向き合い、デー

タの収集と分析を行っている。 

成果物 

ワーク 

シート 

小テス

ト 

 

成果物 

ワーク 

シート 

 

成果物 

振り返り

シート 

ワーク 

シート 

 

７
月
（
１
月
） 

モ
デ
ル
の
評
価
と
検
証 

 分析の結果できたモデルが

適切かどうかを考える必要

性について学習する。 

 過剰連合や多重共線性とそ

の対策について学習する。 

 ガチャのモデル化とシミュ

レーションを行う。 

 プログラムやモデルの一部

を変化させ、より適切なモデ

ルを検討したり、考察したり

する。 

a:モデルの過剰連合や多重共線

性の可能性を理解できる。 

a:正則化や感度分析によってモ

デルの精度を上げる方法につい

て理解できる。 

b:モデル化やシミュレーション

をプログラムで試すことができ

る。 

c:プログラムの一部を変更し、よ

り適切なモデルを検討している。 

成果物 

ワーク 

シート 

成果物 

ワーク 

シート 

成果物 

振り返り

シート 

ワーク 

シート 

情
報
シ
ス
テ
ム
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

 身近な生活を支える情報

システムがどのような情

報技術によって実現され

ているか理解する。 

 仮想通貨や電子マネーな

ど、情報システムのサービ

ス利用が生活に与える効

果と影響を考える。 

 情報セキュリティの３原

則について学ぶ。 

 情報セキュリティを高め

る暗号化技術について理

解する。 

a:情報システムの評価について、

RASIS に基づいて理解できる 

a:共通鍵暗号方式と公開鍵暗号

方式の仕組みや違いについて理

解できる。 

b:情報システムのサービス利用

による生活の変化やその効果、影

響について考えることができる。 

c:情報セキュリティの重要性や

用いられている技術の特徴につ

いて、自分の言葉で述べることが

できる。 

ワーク 

シート 

プレゼ

ンテー

ション 

ワーク 

シート 

プレゼ

ンテー

ション 

振り返り

シート 

ワーク 

シート 

プレゼン

テーショ

ン 

８
月
（
２
月
） 

情
報
シ
ス
テ
ム
の
設
計 

 情報システム設計の流れ

を学習する。 

 プロジェクトマネジメン

トを補助するツールの活

用方法について学習する。 

 情報システム作成のため

のチーム作り、プロジェク

ト管理を体験し、システム

開発を行う。 

a:情報システム設計の流れや考

え方を理解できる。 

b:システム開発のための役割分

担をし、進捗表を使ってプロジェ

クトの管理を行うことができる。 

c:システム開発において、責任を

もって自らの担当する内容に取

り組んでいる。 

成果物 

ワーク 

シート 

成果物 

ワーク 

シート 

成果物 

振り返り

シート 

ワーク 

シート 



 

※令和４年度以降入学生用 

情
報
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 情報システムを開発する

うえで大切なプログラム

の書き方を学習する。 

 プログラミングパラダイ

ムの考え方について理解

する。 

 プログラムの設計や目的

に合わせて、適切な言語を

選択できるよう、言語プロ

セッサの種類について学

習する。 

 チームでプロジェクトと

して掲示板の作成に取り

組み、役割分担をしたうえ

で工夫してシステム開発

を行う。 

a:他者にわかりやすいプログラ

ムを書くことの重要性と、その書

き方について理解できる。 

a:プログラミングパラダイムの

考え方について理解できる。 

b:言語プロセッサの種類を知り、

掲示板作成に適切な言語を判断

できる。 

c:掲示板作成に積極的ンかかわ

り、自らの担当について責任をも

って取り組んでいる。 

成果物 

ワーク 

シート 

成果物 

ワーク

シート 

成果物 

振り返り

シート 

ワーク 

シート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


